
表神懸12景
❶通天窓 （ツウテンソウ）
この岩には天に通ずる窓のように穴が開いています。
❷紅雲亭 （コウウンテイ）
深い谷あいの清流の上にたたずむ東屋です。
下の河原は素麺が流れているように見えることから「素麺流
し」と呼ばれます。
❸錦屏風 （キンビョウブ）　
巨大な屏風を立てたような形をしています。
秋には、赤や黄色の紅葉でまさに錦屏風になります。
❹老杉洞 （ロウサンドウ）
杉の老木と洞窟からこの名前が付けられています。洞窟の
内部は百畳敷きといわれています。
❺蟾蜍巖 （センジョガン）
ひきがえるが、はいつくばってこちらを見ているようです。
❻玉筍峰 （ギョクジュンポウ）
玉筍とは、竹の子のこと。まさに竹の子が天にそそり立つ
ように見えます。
❼画帖石 （ガチョウセキ）
この大きな安山岩は旅の思い出を写し描く画帖（スケッチ
ブック）のようです。
❽層雲壇 （ソウウンダン）
雲が段々と重なり合っているような岩々はまるで雲の祭壇
のようです。
❾荷葉岳 （カヨウガク）
ハスの葉の葉脈を裏側から見たようです。
　烏帽子岩 （エボシイワ）
今にも落ちてきそうな岩は、まるで神主のかぶる冠のようで
す。
　女蘿壁 （ジョラヘキ）
昔、女蘿というサルオガセが髭のように風になびいていま
した。「サルオガセ」とは針葉樹の枝に絡みつく地衣植物
（コケ類）です。
　四望頂 （シボウチョウ）
標高約５７０ｍの頂からは目前に広がる海、山、空の美し
い四方の眺望を楽しむことができます。

裏神懸8景
❶鹿岩 （シカイワ）
まるで鹿が東の山並みを見ているようです。
獅子やラクダにも見えます。
❷松茸岩 （マツタケイワ） 
名前の通り松茸の形をしています。
❸石門 （セキモン） 
自然が作った火山角礫岩の石の門です。大師洞の上流
の谷はもみじの紅葉が素晴らしく、紅葉谷（もみじだに）
と呼ばれています。
❹大師洞 （タイシドウ）
小豆島八十八ヶ所霊場の第十八番札所で、石門洞とも
いわれます。弘法大師が洞窟に籠られ、護摩修行をさ
れたところから大師洞と呼ばれ人々の信仰を集めまし
た。岩壁には丹後の田中作治作で寄せ石造りでは日本
一といわれる二丈八尺の不動明王大石仏があります。
❺幟岳 （ノボリダケ）
幟のような形をしています。
別名「天柱岳」（天を支える柱）とも呼ばれます。
❻大亀岩 （タイキガン）
巨大な亀が山をはい登っているようです。
❼二見岩 （フタミイワ）
伊勢の二見ヶ浦にある夫婦岩に由来します。
❽法螺貝岩 （ホラガイイワ） 
山伏が吹くほら貝の形をしています。
岩の右下部と奥側には洞窟があります。

A 正岡子規句碑
「頭上の　岩をめぐるや　秋の雲」
この俳句は正岡子規が明治２４年（1891）に寒霞渓を訪
れた時に詠まれたものです。
句碑の文字は、その時の色紙の書体を拡大して刻んだ
ものです。

B 松尾芭蕉句碑
「初しぐれ　猿も小蓑を　ほしげ也」
「安政二丙辰年（1855）名古屋の俳人可大が来遊中、山
麓の中桐在水、大橋小朔、三好霞章ら相はかり蕉翁の
名句「初しぐれ　猿も小蓑を　ほしげ也」を可大に書
きしめ山上に碑す。四望頂に存するもの是なり。」とこ
の寒霞渓の景観を維持する団体神懸山保勝会発行の「神
懸山誌」に記されています。

問い合わせ先：小豆島町商工観光課
TEL：0879-82-7007　FAX：0879-82-7017
Eメール：olive-shoko@town.shodoshima.lg.jp

　瀬戸内海国立公園の象徴、寒霞渓は表１２景、裏８景からなる雄大な景勝地で日本三大渓谷美の１つに
数えられています。
　この渓谷は約１３００万年前の火山活動で誕生し、悠久の時をかけて創造されました。
　春の山桜、夏の新緑、秋の紅葉、冬の雪景色と四季折々に変化する美しい景色を楽しむことができます。
　寒霞渓には表１２景、裏８景そして小豆島最高峰である星ヶ城山へ続く登山道があります。
　歩く速度やコースにより違いはありますが、それぞれ片道約 1時間から 1時間半をかけて楽しむことがで
きる登山道からは、長い歳月により創り出された奇岩怪石やショウドシマレンギョウやヤハタマイマイなど
小豆島だけで見ることのできる希少な動植物、野生のニホンザル群など、雄大な自然を満喫しながら歩く
ことができます。
　また、「空・海・渓谷」を一度に眺望できるロープウェイでの空中散歩もおすすめです。
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寒霞渓のよさは山頂での展望
台、遊歩道を散策、眺望もよ
いが、ロープウェイ（片道5分）
による渓谷をスリルと感動の
空中散歩はおすすめコース。
駐車場が完備され、直営のレ
ストランお食事処「楓」、島の
名産品を豊富に取り揃えた売
店など島内随一の観光施設。
快適パブリックトイレ（レン
ガ色の円形建物）は大人気。

ロープウェイ
こううん駅̶寒霞渓山頂駅
定員40名　定期便12分毎
多客時6分毎　年中無休
（AM8：00～PM5：00）
☎（0879）82-2171
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星ヶ城跡
小豆島の最高峰（星ヶ城山）
　小豆島最高峰である星ヶ城山は、東峰（816ｍ）と西峰（805ｍ）
が約 400ｍ隔てて並んでいます。
　星ヶ城山には南北朝時代に、備前の豪族佐々木信胤が南朝方に呼
応し、防御の拠点とした山城の星ヶ城跡があり西峰が本城、東峰が
詰の城跡となっています。

寒霞渓

檜の小道檜の小道

西峰 阿豆枳神社西峰 阿豆枳神社

西峰からの展望西峰からの展望

内側土塁

小豆島最高地点
 （標高 816m）

石室

町指定天然記念物
ツルマサキ

西　峰

❶ 鍛冶場跡 
城を築くために必要な金具や武器を製造
するために築いた鍛冶場跡で、多数の
鉄滓が散乱していました。

❾ 人工井戸
深さ5.5mほぼ2.5m平方の広さがあり、雨
水などを貯水して緊急の場合にそなえたも
のと考えられます。

12 烽火台
東西3.6m、南北5.1mの凹地、緊急時
に集落があった、草壁、安田方面との連
絡に利用したものと思われます。

14 東の出隅
山頂部をめぐる石塁東方の角の部分で、
石塁強化するための角石積みです。

13 祭祀遺構
発掘調査によって、土師器の細片が多数
出土しました。城が築かれる以前の古い祭
祀の遺構と考えられています。

10 井戸
真夏でも水が涸れたことがない自然涌水を
利用した井戸です。

11   舟形遺構
長さ6m幅3mの舟形に板状の石が散乱し
ており、石塁を築くための石の採取場で
あったと推定されます。

15 居館跡
西峰の居館跡がよく見渡せる場所で何棟
かの建物が建てられていたものと推定され
ます。

というとあります。
西峰阿豆枳島神社は島魂の神と農耕の水
を司る神を祀っています。
東峰阿豆枳島神社は、この山に直接連な
る四方指（五神座丸（ごじがまる））に祀ら
れていた豊受大御神他五神を移座して奉祀
しています。
共に江戸後期文化年間の再興と言われて
います。

❽ 星ヶ城神社
佐々木飽浦三郎左衛門尉信胤を祀っていま
す。

❹ 水の手曲輪
山頂部から北側の山腹の降雨を集めて貯
水する施設で、南より安山岩を敷き詰めた
水汲み道が構築されています。

❼❼ 阿豆枳島神社
島の最高峰星ヶ城山の西峰に、島の祖神
として大野手比売をまつる阿豆枳島神社が、
東峰には五穀豊穣の神、豊受大御神が奉
祀されています。
日本の最初の書物「古事記」に伊邪那岐
（いざなぎ）・伊邪那美（いざなみ）の二神
が日本の大八州（おおやしま）につづいて
十番目に「小豆島（あづきしま）」を国生み
し別名を「大野手比売（おおぬでひめ）」

❻ 外空壕
一の木戸から攻め寄せる軍勢を食い止める
ための壕で、深さは約3.5m幅19mを計るこ
とができます。

❺ 土壇
東西27m南北20m程の平坦地で、空壕の
掘削によって生じた残土を盛り上げて造成し
ています。

❷ 下の空壕
外敵から身を隠し行動するための防御ほり
で、長さ10.8m幅4m深さ1.5mを計ること
ができます。

❸ 居館跡
東西26m南北10mの平坦地で排水を考
えて北方がゆるい下り勾配になっており、
東峰の居館跡との見通しがよい位置にあ
ります。

佐々木信胤はもともと、北朝方の大将である
細川定禅に応じて京都攻めに加わった勇将で
すが、足利幕府を開き初代将軍となった足利
尊氏の有力な参謀の愛人と共に失踪し、南
朝方へ転じました。
信胤が小豆島に来島した時期については、一
般的に1339年に拠島したと考えられていま
す。
その８年後の1347年に阿波、淡路、讃岐及
び備前から集められた北朝軍の大軍勢に攻め
られ、丸１カ月間の合戦の末、敗れて降伏し
ました。

佐々木  信胤（ささき  のぶたね）東峰の詰の城にも天然の涌泉や人工井戸、土塁、居館跡、石塁、祭祀跡、舟形
遺構など多くの遺構があります。

本城の西峰には一の木戸、空壕、土壇、曲輪、居館跡、鍛冶場跡、土塁などの遺構があります。
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